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（分担執筆）五月女さき子：. 今日の治療指針 私はこう治療している2021,  : 1667-1668, 2021.

五月女さき子,林田 咲,大鶴 光信,村田 真穂,澤田 俊輔,兒島 由佳,柳本 惣市,梅田 正博：高用量骨吸収抑制薬投与患

者の抜歯は避けるべきだろうか? 抜歯に関する新基準の提案. 日本口腔科学会雑誌 70(2): 150, 2021.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

川下由美子・助教 査読委員

五月女さき子：データから読み取る口腔ケア 論文データをクリティカルに読む 周術期口腔管理中の抜歯は是か

非か?. 日本口腔ケア学会雑誌 15(3): 66, 2021.
五月女さき子,川下由美子,船原まどか,梅田正博,齋藤俊行：頭頸部癌放射線性口腔粘膜炎疼痛緩和に対するハイ

ドロゲル創傷被覆・保護材(Episil)の有効性. 日本歯科医学会雑誌 74(4): 405, 2021.
川下由美子,森本心平,田代健輔,五月女さき子,吉松昌子,中尾紀子,黒木唯文,齋藤俊行,鵜飼 孝,梅田正博：頭頸部放

射線治療中の誤嚥性肺炎の発症と関連する因⼦―後ろ向き観察研究―. 日本口腔ケア学会雑誌 :  2021.
田代謙輔,五月女さき子,船原まどか,川下由美子,北村雅保,福田英輝,古堅麗子,岩崎理浩,林田秀明,川崎浩二,東 美
穂,前田隆浩,齋藤俊行：地域住民を対象とした舌圧と口腔および全身健康状態との関連性 五島研究. 口腔衛生学

会雑誌 71(増刊): 104, 2021.

福田英輝,北村雅保,川崎浩二,林田秀明,古堅麗子,岩崎理浩,田 謙輔,前田隆浩,五月女さき子,川下由美子,齋藤俊行：

地域住民における歯間ブラシの使用状況と歯周疾患との関連 五島研究. 口腔衛生学会雑誌 71(増刊): 103, 2021.
大鶴光信,林田 咲,五月女さき子,柳本惣市,佐々木美穂,高木幸則,角 美佐,梅田正博：骨膜反応優位型薬剤関連顎骨

壊死の経験と病態について. 日本口腔科学会雑誌 70(2): 185, 2021.
大鶴光信,村田真穂,五月女さき子,林田　咲,森下廣太,柳本惣市,佐々木美穂,高木幸則,角　美佐,梅田正博：骨膜反

応を有する上顎薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）症例の検討. 日本口腔外科学会雑誌 67(特別):  2021.
栗原 和美,五月女さき子,林田 咲,大鶴 光信,柳本 惣市,柴田 健一郎,梅田 正博,谷口 英樹：当院における乳癌患者の

薬剤関連性顎骨壊死(MRONJ)発症状況について. 日本口腔ケア学会雑誌 15(3): 197, 2021.
西井美佳,五月女さき子,岩田英治,長谷川巧実,兒島由佳,船原まどか,梅田正博,明石昌也：口腔・中咽頭癌放射線治

療326例における重症口腔粘膜炎および口腔カンジダ症発症に関連する因子. 日本口腔ケア学会雑誌 15(3): 145, 
2021.

久芳さやか,五月女さき子,田中　彩,森田　道,馬場雅之,松本　恵,大坪竜太,梅田正博,永安武,江口　晋：乳癌骨転

移患者における薬剤関連性顎骨壊死(MRONJ)の検討. 日本癌治療学会雑誌 : 147, 2021.

五月女 さき子：高用量骨修飾薬投与患者の抜歯は避けるべきか?. 口腔衛生学会雑誌 71(増刊): 62, 2021.
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

五月女さき子・准教
授

編集委員会 日本口腔ケア学会

五月女さき子・准教
授

評議員 国際口腔ケア学会

五月女さき子・准教
授

評議員 日本口腔ケア学会

五月女さき子・准教
授

摂食嚥下リハビリテーション部会 日本口腔ケア学会

五月女さき子・准教
授

理事 国際口腔ケア学会

川下由美子・助教 介護支援専門委員会医員 長崎大学

五月女さき子・准教
授

医科歯科連携委員会 日本口腔ケア学会

五月女さき子・准教
授

共同研究委員会 日本口腔ケア学会

五月女さき子・准教
授

予防歯科臨床委員会 日本口腔衛生学会

五月女さき子・准教
授

査読委員 日本口腔衛生学会

五月女さき子・准教
授

緩和ケア委員会 日本口腔ケア学会

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ステロイ
ド軟膏による放射線性口腔粘膜炎予防と口腔
内細菌叢変化に関する第Ⅲ相試験」

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「薬剤関連
顎骨壊死の発症原因解明と発症予防法確立に
向けた多施設共同前向き研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「低濃度
フッ化物を用いた放射線性う蝕予防に関する
多施設共同第Ⅲ相試験」

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「口腔常時
菌による血流感染の発症機構に基づいた医科
歯科連携による高度管理方法の構築」

五月女さき子・准教
授

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「口腔健康
状態は生活習慣病や認知機能へ影響する
か？：五島コホート研究」

五月女さき子 学校歯科医 長崎大学教育学部

川下由美子 学校歯科医 長崎大学教育学部

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

齋藤俊行 産業保健相談員 長崎県産業保健総合支援センター

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

五月女さき子・准教
授

これまでの治療法を 180 度
転換させるデータを発表 ～
顎骨壊死の発症予防治療にお
いて、長崎大学歯学部の研究
グループが明らかに～

長崎大学 2021年10月
顎骨壊死の発症と抜歯との関
連についてHP上で報告した。
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　学術賞受賞

五月女さき子・准教
授

https://www.whitecross.co.
jp/articles/view/2094

ホワイトクロス 2021年11月
顎骨壊死の発症と抜歯との関
連についてHP上で報告され
た。

五月女さき子・准教
授

がん患者における顎骨壊死の
予防に抜歯などの積極的歯科
治療が必要

メディカルトリ
ビューン

2021年11月
顎骨壊死の発症と抜歯との関
連についてHP上で報告され
た。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

五月女さき子・准教
授

日本口腔衛生学会学術賞LION 
AWARD

日本口腔衛生学会
高用量骨修飾薬投与患者の抜
歯は避けるべきか？

五月女さき子・准教
授

薬剤顎骨壊死 抜歯リスク因
子ではない 放置で逆に発症
率が増加

日本歯科新聞 2021年11月
顎骨壊死の発症と抜歯との関
連についてH歯面上で報告され
た。
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